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県
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五
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県
営
青
木
川
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

石
巻
市
役
所
及
び
美
里
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
八
号

　

県
営
手
樽
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
ま
で

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話�022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



第174号　令和３年１月26日　火曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報

三　

縦
覧
場
所

　
　

松
島
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
九
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適

合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区　

域

区　
　

分

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

漁
業
の
種
類

特
定
第
二
号

漁
業
者
数

石
巻
市
区

域
（
宮
城

県
漁
業
協

同
組
合
の

谷
川
支
所

の
地
区
）

小
型
合
併
漁
業

令
和
三
年
一
月

十
二
日

石
巻
市
泊
浜
泊
七
十
八

松
川　

一
浩

石
巻
市
泊
浜
泊
二
十
四

松
川　

喜
洋

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業

六
人

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

飛
砂
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
名
取
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。
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そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
中
央
三
丁
目
三
三
番
五
地
先
か
ら

同
市
八
幡
町
一
丁
目
四
番
三
地
先
ま
で

　

Ａ

一
〇
・
〇
～

�

四
九
・
五

�

八
一
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
及
び
Ｄ

は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い

う
。

前
Ｂ

一
四
・
五
～

�

三
四
・
五

�

二
九
二
・
二

　

Ｃ
　

七
・
八
～

�

二
九
・
一

�

三
一
〇
・
七

　

Ｄ

一
一
・
三
～

�
二
四
・
七

�

一
八
七
・
〇

　

Ａ

一
〇
・
〇
～

�

四
九
・
五

�

八
一
〇
・
〇

後
Ｂ

一
四
・
五
～

�

四
一
・
〇

�
二
九
二
・
二

　

Ｃ
　

七
・
八
～

�

二
九
・
一

�

三
一
〇
・
七

　

Ｄ

一
一
・
三
～

�

二
四
・
七

�

一
八
七
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

石
巻
市
中
央
三
丁
目
三
三
番
五
地
先
か
ら

同
市
八
幡
町
一
丁
目
四
番
三
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

一
月
二
十
八
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
宮

城
県
仙
台
市
若

林
区
第
二
支
部

菊
地　

崇
良

菊
地　

雅
文

仙
台
市
若
林
区
伊
在
一－

一

二－

二
七

〇

令
和
二
年

�

十
二
月
二
十
五
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

浅
田
た
く
や
後
援
会

浅
田　

琢
哉

浅
田　

慎
哉

登
米
市
米
山
町
桜
岡
鈴
根
三
六

令
和
二
年

�

十
二
月
十
日

石
森
き
よ
あ
き
後
援
会

半
澤　

和
茂

石
森　

靖
明

柴
田
郡
柴
田
町
上
名
生
字
新
宮
前
一
八

令
和
二
年

�

十
月
二
十
二
日

い
せ
さ
と
し
後
援
会

永
窪　
　

威

齋
藤　

正
志

柴
田
郡
大
河
原
町
字
新
南
一
六
五－

七

令
和
二
年

�

十
一
月
二
日

菊
地
広
志
後
援
会

菊
地　

広
志

河
内　

幸
雄

栗
原
市
若
柳
字
川
北
東
若
柳
五
六－

一

令
和
二
年

�

十
二
月
四
日

宮
城
県
社
会
民
主
主
義

フ
ォ
ー
ラ
ム

岸
田　

清
実

田
山　

英
次

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
一
四－

一
四

令
和
二
年

�

十
二
月
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。
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令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
青
葉
区
支

部

岡
部　

恒
司

会
計
責
任
者

の

氏

名

村
岡　

貴
子

江
藤　

桂
子

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

自
由
民
主
党
泉
区
支
部

斎
藤　

範
夫

会
計
責
任
者

の

氏

名

門
傳
ひ
と
み

江
藤　

桂
子

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

自
由
民
主
党
太
白
区
支

部

佐
々
木　

心

会
計
責
任
者

の

氏

名

千
葉　

修
平

江
藤　

桂
子

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
港

湾
支
部

谷
川　

純
一

代

表

者

の

氏

名

谷
川　

純
一

中
村　

俊
智

令
和
二
年

�

四
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
野
区

支
部

渡
辺　
　

博

会
計
責
任
者

の

氏

名

田
村　
　

勝

江
藤　

桂
子

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
食

育
流
通
支
部

小
田
桐
道
洋

会
計
責
任
者

の

氏

名

平
尾　

知
之

要
害　

良
子

令
和
二
年

�

十
二
月
九
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
仙

台
市
泉
区
第
二
支
部

斎
藤　

範
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
泉
区
泉
中

央
一－

一
二－
五

仙
台
市
泉
区
泉
中

央
三－

二
七－

一

〇

令
和
二
年

�

四
月
三
十
日

自
由
民
主
党
村
田
町
支

部

遠
藤　
　

実

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

柴
田
郡
村
田
町
大

字
沼
田
字
清
水
七

九

柴
田
郡
村
田
町
小

泉
字
天
沼
三
五

令
和
二
年

�

十
月
三
十
一
日

代

表

者

の

氏

名

遠
藤　
　

実

斎
藤
万
之
亟

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　
　

宏

井
上　

重
幸

自
由
民
主
党
若
林
区
支

部

佐
藤　

正
昭

会
計
責
任
者

の

氏

名

菅
原　

正
和

江
藤　

桂
子

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

阿
部
さ
だ
み
つ
後
援
会

阿
部　

喜
勝

代

表

者

の

氏

名

阿
部　

喜
勝

髙
橋　

早
人

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

阿
部　
　

文

福
内　

松
雄

石
巻
福
祉
環
境
政
策
研

究
会

早
坂　
　

順

代

表

者

の

氏

名

早
坂　
　

順

阿
部　

敬
吉

令
和
二
年

�

十
月
二
十
九
日

佐
藤
さ
と
る
後
援
会

鹿
野　
　

裕

代

表

者

鹿
野　
　

裕

白
鳥　

信
夫

令
和
二
年

の

氏

名

�

十
一
月
二
十
五
日

蒼
天
会

深
松　
　

努

政
治
団
体
の

名

称

蒼
天
会

宮
城
の
未
来
を
考

え
る
会

令
和
二
年

�

十
二
月
十
日

高
平
と
し
お
後
援
会

文
屋
幸
次
郎

会
計
責
任
者

の

氏

名

文
屋　

宣
夫

文
屋　

儀
一

令
和
二
年

�

十
二
月
二
十
日

日
本
第
一
党
宮
城
県
本

部

佐
藤　

琢
也

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

塩
釜
市
千
賀
の
台

三－

一
五－

二

仙
台
市
若
林
区
六

丁
の
目
南
町
一
〇

－

一

令
和
二
年

�

十
二
月
二
十
一
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　

琢
也

田
中　

信
吉

宮
城
県
遺
族
政
治
連
盟

鈴
木
喜
美
男

代

表

者

の

氏

名

鈴
木
喜
美
男

永
澤
庄
一
郎

令
和
二
年

�

五
月
二
十
八
日

宮
城
県
日
本
共
産
党
後

援
会

及
川　
　

薫

代

表

者

の

氏

名

及
川　
　

薫

吉
田　

和
雄

令
和
二
年

�

十
二
月
十
五
日

門
田
よ
し
の
り
後
援
会

佐
藤　
　

學

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

遠
田
郡
涌
谷
町
小

里
字
右
堂
崎
一
六

－

二

遠
田
郡
涌
谷
町
字

新
町
裏
一
五
四

令
和
元
年

�

十
一
月
一
日

山
口
荘
一
郎
を
囲
む
会

阿
部　

康
志

会
計
責
任
者

の

氏

名

早
坂　
　

順

阿
部　

敬
吉

令
和
二
年

�

十
月
二
十
九
日

〇
宮
選
管
告
示
第
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

い
せ
さ
と
し
後
援
会

永
窪　
　

威

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

町
民
生
活
が
第
一

櫻
井　

秀
雄

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
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〇
宮
選
管
告
示
第
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
令

和
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り

公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
九
号
の
一
部
を
次
の
と
お

り
改
め
る
。

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

い
せ
さ
と
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
２
.�11.�２

（
30.�３

.�31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

い
せ
さ
と
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
２
.�11.�２

（
30.�３

.�31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

い
せ
さ
と
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
２
.�11.�２

（
30.�３

.�31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

町
民
生
活
が
第
一

報
告
年
月
日
　
２
.�12.�18（

２
.�12.�18解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

町
民
生
活
が
第
一

報
告
年
月
日
　
２
.�12.�18（

２
.�12.�18解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　

自
由
民
主
党
宮
城
県
第
五
選
挙
区
支
部
の
平
成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１

　

収
入
総
額

　
　
　

32,440,239

」
を
「１

　

収
入
総
額

　
　
　

33,440,239

」
に
、

「本
年
収
入
額

　
　
　
　

32,440,003

」
を
「本

年
収
入
額

　
　
　
　

33,440,003

」
に
改
め
る
。

３　

本
年
収
入
の
内
訳
中

「寄
附

　
　
　
　
　
　

8,890,000
」
を
「寄

附

　
　
　
　
　
　

9,890,000

」
に
、

「政
治
団
体
分

　
　
　

4,710,000

」
を
「政

治
団
体
分

　
　
　

5,710,000

」
に
改
め
る
。

５　

寄
附
の
内
訳
中

「日
本
歯
科
医
師
連
盟

　
　
　

200,000　

東
京
都
千
代
田
区

」
の
次
の
行
に

「志
帥
会

　
　
　

1,000,000　

東
京
都
千
代
田
区

」
を
加
え
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
宮
選
管
告
示
第
百
五
十
二
号
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改

め
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　

自
由
民
主
党
宮
城
県
第
五
選
挙
区
支
部
の
平
成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１

　

収
入
総
額

　
　
　

16,188,095

」
を
「１

　

収
入
総
額

　
　
　

17,188,095

」
に
、

「前
年
繰
越
額

　
　
　
　

���258,087

」
を
「前

年
繰
越
額

　
　
　
　

�1,258,087

」
に
改
め
る
。

　

秋
葉
け
ん
や
後
援
会
の
平
成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１

　

収
入
総
額

　
　
　

12,800,071

」
を
「１

　

収
入
総
額

　
　
　

12,960,071

」
に
、

「本
年
収
入
額

　
　
　
　

�9,515,000

」
を
「本

年
収
入
額

　
　
　
　

�9,675,000

」
に
改
め
る
。

３　

本
年
収
入
の
内
訳
中

「寄
附

　
　
　

240,000

」
を
「寄

附

　
　

400,000

」
に
改
め
、

「個
人
分

　
　
　
　
　

240,000

」
の
次
の
行
に

「政
治
団
体
分

　
　
　

160,000

」
を
加
え
る
。

５　

寄
附
の
内
訳
中

「平
泉
浩

　
　
　

120,000　

仙
台
市
若
林
区

」
の
次
の
行
に

「
［政

治
団
体
分

］

　
　

平
成
研
究
会

　
　
　

160,000　

東
京
都
千
代
田
区

」
を
加
え
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
宮
選
管
告
示
第
百
十
号
の
一
部
を

次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　

自
由
民
主
党
宮
城
県
第
五
選
挙
区
支
部
の
平
成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１

　

収
入
総
額

　
　
　

20,163,886

」
を
「１

　

収
入
総
額

　
　
　

21,163,886

」
に
、

「前
年
繰
越
額

　
　
　
　

���363,876

」
を
「前

年
繰
越
額

　
　
　
　

�1,363,876

」
に
改
め
る
。

　

自
由
民
主
党
宮
城
県
第
三
選
挙
区
支
部
の
平
成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

３　

本
年
収
入
の
内
訳
中

「団
体
分

　
　
　

5,560,000

」
を
「団

体
分

　
　
　

5,060,000

」
に
改
め
、
次
の
行
に

「政
治
団
体
分

　
　
　

500,000

」
を
加
え
る
。

５　

寄
附
の
内
訳
中

「日
本
医
師
連
盟

　
　
　

500,000　

東
京
都
文
京
区

」
を
削
り
、

「年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

　
　
　

500,000

」
の
次
の
行
に
、

「
［政

治
団
体
分

］

　
　

日
本
医
師
連
盟

　
　
　

500,000　

東
京
都
文
京
区

」
を
加
え
る
。

　

秋
葉
け
ん
や
後
援
会
の
平
成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１

　

収
入
総
額

　
　
　

15,346,608

」
を
「１

　

収
入
総
額

　
　
　

15,506,608

」
に
、

「前
年
繰
越
額

　
　
　
　

�4,356,608

」
を
「前

年
繰
越
額

　
　
　
　

�4,516,608

」
に
改
め
る
。

収
用
委
員
会



（7）　令和３年１月26日　火曜日 第174号宮　　城　　県　　公　　報

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
七
〇
号
（
令
和
三
年
一
月
十
二
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一
六

段上

行二

正

第
一
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

第
十
九
号

　 〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
３
号

　
宮
城
県
起
業
の
一
般
国
道
113号

改
築
工
事
（
福
岡
蔵
本
道
路
・
宮
城
県
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
箱
森
地
内
か
ら
同
市

福
岡
蔵
本
字
箕
輪
田
二
番
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第

219号
）
第
46条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
月
26日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
令
和
３
年
３
月
12日
（
金
）
午
後
４
時
か
ら

２
　
場
所
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号
　
宮
城
県
　
行
政
庁
舎
９
階
　
第
一
会
議
室

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
並
び
に
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
対
す
る
審
問
等

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
４
号

　
石
巻
市
起
業
の
市
道
元
明
神
大
街
道
東
二
丁
目
線
新
設
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
地
内
か
ら
同
市
門
脇

字
浦
屋
敷
地
内
ま
で
及
び
同
市
大
街
道
東
三
丁
目
地
内
か
ら
同
市
大
街
道
東
二
丁
目
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
市

道
付
替
工
事
に
係
る
土
地
収
用
事
件
（
石
巻
市
道
元
明
神
大
街
道
東
二
丁
目
線
２
号
事
件
）
に
つ
い
て
，
次
の
と
お
り

開
始
す
る
予
定
と
し
て
い
た
審
理
を
中
止
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
月
26日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
令
和
３
年
２
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

２
　
場
所
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号
　
宮
城
県
　
行
政
庁
舎
９
階
　
第
一
会
議
室

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
並
び
に
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
対
す
る
審
問
等


